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國重　静司　國重　静司　

はじめに

デジタルメディアに関するプロフェッ
ショナルのための世界最大級の機器展示

「NABSHOW2010」 が、 今 年 も 4 月
12 日から 15 日まで、米国ラスベガスで
開催される。この中で、昨年、大きな話題
となった「立体 3D｣ について、今年は、

「3D PAVILION｣ と呼ばれる特設パビリオ
ンが設置される。その詳細は、本誌の特集
コーナーで紹介するが、コンテンツの制作
から家庭や劇場でのサービスまでのトータ
ルな基盤の進化をキャッチアップするとと
もに、それらの基盤を活用した具体的な立
体 3D ビジネス展開に資する展示に大きな
期待が寄せられている。

立体 3D コンテンツは、これまでの勢
いをさらに加速させながら、世界的な盛り
上がりが継続している状況にある。その代
表としては、日本の地上デジタル放送の報
道番組でも取り上げられた、超大作映画

「Avatar（アバター）」が、立体 3D を含めて、
これまでの興行収入で歴代第 1 位「タイタ
ニック」をはるかに超えた前人未到の記録

を達成するとともに、アカデミー賞（美術
賞、撮影賞、視覚効果賞）を受賞したこと
である。この大成功は、“立体 3D だからで
きる映像表現”をもつ高品質なコンテンツ
が、世界的な市民権の獲得したことを裏付
ける象徴的な出来事であると言える。また、
こうした劇場版のハリウッド映画に加えて、
心臓外科手術中継の実証実験や、音楽コン
サートのライブ中継サービスおよびスポー
ツ中継など、多様な立体 3D コンテンツビ
ジネス展開に向けたチャレンジが日本およ
び米国において積極的に行われている。

日本の主要な放送機器メーカーの最新動
向については、さらに期待度が高まってお
り、劇場向けを中心とした立体 3D コン
テンツの注目度がスパイラル状に上昇する
中、2009 年を立体 3D 元年とした「成
長戦略計画 ｣ に沿って、立体 3D コンテン
ツを制作し、家庭で視聴する「トータルイ
ンフラ ｣ に資する様々なデバイス、機器、
システム等の製品の具現化を精力的に取り
組んでいる状況にある。

このように、立体 3D ビジネスがブレイ
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図 1.　立体３D コンテンツ制作支援に資するアクションの具体例

クするための環境が次第に整備されつつあ
る中で必須となる「立体 3D コンテンツ制
作」の重要性が極めて高まっている。図 1
に示すように、日本においては、独立行政
法人情報通信研究機構（NICT）および財団
法人デジタルコンテンツ協会（DCAj）、3D
コンソーシアム等が中心となり、日本にお
ける立体 3D コンテンツ制作を支援・推進
する具体的なアクションを精力的に行って
いる。その中で、昨年末あたりから、クリ
エイターを含むコンテンツ制作者向けのセ
ミナーも、いくつか連続して開催されてい
る。また、2009 年度、公募によって立体
3DCG や 4K などの標準的なコンテンツ制
作も委託されており、近々、それらのコン
テンツが公開されるものと期待される。

本シリーズ連載の第 5 回目は、現在、
日本国内および海外の各国において、「人
間の生体への安全性を確保 ｣ しつつ、人間
の感性に働きかける、魅力的な立体 3D コ
ンテンツ制作に向けた取り組みが行われる
ことを踏まえ、「人間の生体への安全性を
確保 ｣ しつつ、人間の感性に働きかける、

「立体 3D だからできるコンテンツ制作 ｣
を目指して～その 1 ～と題して、日本国
内における立体 3D コンテンツのライブ中
継の事例を紹介するとともに、立体 3D コ
ンテンツ制作を支援・推進するアクション
の事例を紹介することとしたい。

立体 3D“ライブ”コンテンツの
適用事例

～超臨場感 高度医療技術、音楽ナマコ
ンサート中継～

URCF（超臨場感コミュニケーション
産官学フォーラム）主催による、「医療・
教育応用」をテーマにしたワークショッ
プが、平成 22 年 2 月 18 日に開催され

立体 3D だからできるコンテンツ制作を目指して　その 1立体 3D だからできるコンテンツ制作を目指して　その 1
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た。そこでは、福島県立医科大学心臓血管
外科教授である横山斉氏（図 4）からの講
演「心臓外科医からの立体映像への期待」
と合わせて、平成 22 年 1 月 28 日～ 30
日、神戸ポートピアホテルで開催された、
心臓病治療の現場第一線医師によるライブ
カンファレンスを中心とした一大イベント

“CCT2010Surgical（CCT : Complex 
Cardiovascular Therapeutics）” におい
て、NICT と URCF 普及促進部会立体映
像伝送作業班が共同で行った「WINDS 衛
星（きずな）を使用した心臓外科手術 3D
ハイビジョンライブ映像コンテンツ実証実
験」の様子（図 2、図 3）が、紹介された。

この実証実験では、図 3 の全体系統で
示されるように、大和市の病院内の手術室
に設置された立体 3D カメラで撮影された
ハイビジョン立体 3D 映像コンテンツが、
WINDS 衛星によって神戸市の国際展示場
に伝送され、合計 10 台の 46 吋および
24 吋の立体 3D モニタにリアルタイムで
ハイビジョン立体 3D ライブ映像が表示さ
れ、多くの医療現場に携わる医師や専門家

が、その超臨場感情報を共有した。
横山教授からは、その 3D ハイビジョン

ライブ実証実験時に、パネリストとして参
加した経験を踏まえて、た講演が行われた。
この講演では、まず、高齢化社会において、
動脈硬化性疾患が急増する中、1990 年後
半から始まった、吻合部の冠動脈のみを固
定して行う「心拍動下冠動脈バイパス手術

（off-pump coronary artery bypass : OP-
CAB）」において、横山教授らが東京大学や
日大工学部と共同で研究している成果が紹
介された。具体的には、この手術で重要と
なる冠動脈の固定器による「固定性」を評
価するために必要な心臓表面の冠動脈の 3
次元運動の数値化が可能となったことなど
具体的な説明が行われたが報告された。

横山教授は講演の中で、OPCAB と呼ば
れる心臓血管外科手術は、図 5 ～図 7 に
示すように、狭窄している極めて細い血管

「冠動脈」に、別の血管を吻合し血液の流
れを増加させるための超微細の外科手術で
あり、具体的には、3 ～ 4mm の冠動脈を
切開し、全周 6 ～ 8mm にわたって、0.3

～ 0.4mm 間隔で、15 ～ 20 針により吻
合するため、0.1mm（100 μ m）レベ
ルの極微細な精度が必要とされることが述
べられた。

この講演の最後に、横山教授は、最後に、
立体 3D の自らの心臓血管外科手術の経験
を具体事例と関連付けながら、心臓外科手
術の 3D ハイビジョンライブ中継の有効性
や活用など、今後さらに進化していく立体
3D 映像コンテンツを具現化するテクノロ
ジーに対する期待や可能性をまとめて講演
を締めくくった述べた。

横山教授のフォーラムにおける講演を通
じて、こうした臨場感あふれる立体 3D コ
ンテンツは、極めて難度の高い心臓血管外
科手術における、手術用具の到達感や距離
感や針刺入の深さなどが、極細部にわたっ
て手術室と国内外を問わない遠隔地間で共
有できるため、最先端の手術の“技量”の
伝承や高度な医療技術の強化・育成に資す
る新しい環境インフラとしての役割を担っ
ていることが理解された期待される。さら
に、この多くの情報量を有する超臨場感立

図 2.　URCF フォーラムにおける立体３D ライブ中継「心臓外
科手術実証実験」コンテンツ紹介の様子

図 3.　立体３D によるライブ中継「心臓外科手術実証実験」全体系統イメージ　　独立行政法人　情報通信研究機構　報道発表、
2010 年 2 月 2 日、“WINDS 衛星を使った心臓外科手術 3D ハイビジョンライブ実証実験に成功”補足資料より抜粋

（http://www2.nict.go.jp/pub/whatsnew/press/h21/100202/100202.html）

図 4.　URCF ワークショップ「医療と教育応用」における講演、
福島県立医科大学心臓血管外科 教授　横山 斉 氏

“心臓外科医からの立体映像への期待”　

図 5.　福島県立医科大学心臓血管外科 教授　横山 斉 氏  講演プレゼ
ン資料、“冠動脈バイパス手術の説明図”

図 6.　福島県立医科大学心臓血管外科 教授　横山 斉 氏  講
演プレゼン資料、“冠動脈バイパス手術の立体図”

図 7.　福島県立医科大学心臓血管外科 教授　横山 斉 氏  講
演プレゼン資料、“スタビライザー固定下における内
胸動脈―左前下行枝吻合の様子”
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図 8.　立体３D によるライブ中継「音楽ナマコンサート」の概念系統 図 9.　立体３D による音楽生コンサート中継の様子

体 3D コンテンツの可能性は、心臓血管を
含む高度な外科手術に留まらず、目や脳な
どの人間の手を用いる技術の普及と教育に
も無限の可能性があることも十分理解され
たへの理解を深めることができた。

次に、音楽ナマコンサートの様子を立体
3D 映像によりライブ中継された具体事例
を紹介する。これは、図 8 および図 9 に
示すように、音楽ナマコンサートの様子が、
立体 3D 映像によりライブ中継された。こ
れは、平成 22 年 2 月 14 日、ソニーと
ソニー ･ ミュージックエンタテインメン
トが主催して、SHIBUYA-AX で開催され
た立体 3D によるライブコンサートであ
る。の様子が、この場合、立体 3D 映像コ
ンテンツは、専用の 3D リグに取り付けた
ソニー製デジタルカメラシステム「HDC-
950」などにより立体 3D 映像コンテンツ
として撮影され、銀座ソニービル 8 階の
OPUS に伝送されるとともに、200 イン
チの大型スクリーン上にナマで上映され
た。これは、この大型スクリーン上で迫力
ある立体 3D 映像を視聴した観客はが、遠
隔地で行われたライブコンサート会場の
ライブコンサートの臨場感あふれる雰囲気
を、あたかもその場にいるかのような一体
感のある空間として創生・共有することを
示した可能とした好例であると言える。

立体 3D コンテンツ制作を支援・
推進するアクション事例

米国ハリウッドにおける立体 3D 映画産
業が、大きな伸長を見せる中、前述したよ
うに、日本の代表的な放送機器メーカーに
よるコンテンツ制作機器や家庭における視
聴環境の製品開発・販売が極めて精力的に
取り組まれている。また、日本の近隣の韓

国、中国では、標準化の検討も含めた様々
な取り組みが行われている。このように、
各国とも「立体 3D」を新たなコンテンツ
ビジネス創生のチャンスとしてとらえてい
る状況にある。こうした中、日本では、「立
体 3D コンテンツ制作」を支援するための
産官それぞれの具体的な取り組みが精力的
に行われている。その代表的なアクション
事例を紹介する。

（1）独立行政法人 情報通信研究機構
（NICT）

総務省から委託研究というスキームの中
で、平成 22 年度の後半に、公募型プロポー
ザル（企画競争）という形態により、多視
点映像、超高精細映像、奥行き映像、CG
映像等の立体 3D コンテンツ制作の支援、
研究開発技術および変換処理技術の確立等
を目指して、多様な立体 3D 表示方式に適
用可能な標準的コンテンツおよび支援ソフ
トウェアの開発・制作が行われた。NICT
からの公募情報によれば、以下に示すよう
な立体 3D に関するコンテンツ制作と技術
開発についての企画公募が実施された。
○�超高精細ステレオ 3 次元映像コンテン

ツ制作
4K 超高精細ステレオ 3 次元カメラによ

り、4K 超高精細映像（水平 3,840 ×垂直
2,160 画素）2 枚から構成されるステレオ
3 次元実写動画像映像コンテンツの制作。
○ �3 次元 CG プレレンダリングコンテン

ツ制作
モデリングやアニメーション、レンダリ

ングなどの機能を有する、高品質 CG の制
作が可能な市販 CG アプリケーションソフ
トによる 3 次元 CG プレレンダリングコ
ンテンツの制作
○�測距カメラによる 3 次元映像コンテン

ツ制作
1 台の Axi-Vision カメラシステムおよ

び 2 台のハイビジョンカメラ合計 3 台の
カメラを用いて撮影を行い、3 シーン以上
で構成されたバリエーションのある映像コ
ンテンツの制作。
○スキャナー型カメラによる制作

全方向視差をもつ高密度なカメラ配列に
よるコンテンツの制作。
○ 2D/3D 変換ソフトウェア
○ 3次元映像フォーマット変換ソフトウェア

この立体 3D コンテンツの制作にあたっ
ては、立体 3D に関係する様々な意向も反
映され、こうした成果物が、広く日本全国
の立体 3D 技術の研究開発や現在立体 3D
コンテンツ制作に携わっている、プロダク
ション、クリエイター、学生などに有効に
活用されるだけでなく、今後 2D コンテ
ンツ制作の経験値を立体 3D コンテンツ
制作に活用していくことを推進する重要な

「キー・ユーティリティー」としての役割
を果たすものとして、大いに期待される。

（2）財団法人　デジタルコンテンツ協
会（DCAj）

立体 3D コンテンツ制作支援のための体
系的な映像制作が、経済産業省からの「平
成 21 年度 IT とサービスの融合による新
市場創出促進事業（コンテンツ技術実証事
業）」の一環として行われた。

DCAj からの報道発表によれば、質の高
い魅力的な立体 3D コンテンツを制作する
クリエイターが質・量とも不足している現
状を踏まえ、立体 3D 特有の映像コンテン
ツ制作方法の開発や人材育成を目指して、
体系化された「3D 制作支援のための映像
集」を制作したとしている。図 10 に、そ
の立体 3D 映像分類の全体イメージを示
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図１0.　３D 制作支援のための映像の体系化　出典：財団法人 デジタルコンテンツ協会
　　　　報道発表、2010 年 2 月 16 日（www.dcaj.org/news/3D/news.pdf）
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リーンが 3D 対応のシネコンオープンへ

（大カテゴリ　エンターテインメントと趣味 / 暮らしと生活
ガイド / インターネット、PC と家電 / 健康、美容とファッ
ション / ビジネス、経済とお金 / 生き方と恋愛、人間関
係の悩み / 子育てと学校 / 職業とキャリア / マナー、冠婚
葬祭 / ニュース、政治、国際情勢 /www.fnn-news.com/
news/headlines/articles/CONN00173235.html）

・�SONY　 立 体 3D サ イ ト、“Sony Japan　3D world 
Created by Sony ソニーの 3D TV”

（http://www.sony.co. jp/united/3D/stat ic/
technology/3dtv/）

・Panasonic　立体 3D サイト（日本語）
（http://3d.panasonic.net/ja/）

・映画のことならエイガドットコム
（http://eiga.com/）

・映画興行成績ランキング　Goo 映画
（http://movie.goo.ne.jp/ranking/boxoffice/index.html）

・�AFP BB ニュース、“今年の米マスターズは 3D 映像で中
継、 ソニーや IBM などが協力”

（http://www.afpbb.com/article/sports/golf/golf-
men/2710100/5501391）

・�ヤフーニュース、　“マスターズゴルフトーナメントが 3D
中継　米国で”

（http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20100316-
00000035-zdn_n-sci）

・�ヤフーニュース、　“タイガー・ウッズ＆石川遼出場のマス
ターズを 3D 放送”

（http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20100318-
00000014-eiga-movi）

・�スポーツビジネスfrom NY ｢CBSがNCAAバスケのファ
イナル 4 を 3D 放送 ｣

（http://tomoyasuzuki.jugem.jp/?eid=680）

・�USA TODAY, “NCAA Final Four will be CBS’ first 
foray into 3D broadcasting”

（http://www.usatoday.com/sports/columnist/
hiestand-tv/2010-03-09-final-four-3D_N.htm）

・�Broadcasting & Cable Mobile,   “Final Four Enters 
3D Arena- CBS to broadcast 3D games to movie 
theaters”

（ h t t p : / / w w w . b r o a d c a s t i n g c a b l e . c o m /
article/449883-Final_Four_Enters_3D_Arena.php）

・�PRONEWS　：　2010 年 3 月 11 日、 “CBS、NCAA 
ファイナルゲームを劇場で 3D 中継”

（http://www.pronews.jp/news/1003111122.html）

・�NVIDIA 公式サイト、“Brings A New Dimension To 
PC Gaming With NVIDIA 3DTV Play For The Big 
Screen”

（ h t t p : / / w w w . n v i d i a . c o m / o b j e c t /
io_1268635315649.html）

が「家庭での立体 3D 視聴」をターゲッ
トとして、急速にビジネス展開が拡大が図
られている。今回の本連載では、立体 3D
ビジネスがブレイクするための環境が次第
に整備されつつある中で必須となる「立
体 3D コンテンツ制作」の支援などの産
官が連携した取り組みについて、日本にお
ける立体 3D ライブ映像コンテンツ制作
およびサービスと合わせて紹介した。次回
は、本稿でも概要を紹介した標準的な立体
3DCG コンテンツなどについて紹介した
い。

Seiji Kunishige
株式会社 NHK アート　取締役

す。この映像集には、人間の生体の安全性
を確保した立体視だけでなく、不自然な立
体視や失敗事例も含まれている。こうした
成果に関して、クリエイターや関連業界団
体等を対象にしたセミナーも開催されてお
り、今後は、その映像がパッケージ化され、
配布されることが予定されている。

おわりに

米国では、立体 3D テレビ受信機が平成
22 年 3 月 10 日にパナソニックから販売
が開始され、今後は、ソニーや韓国のサム
スンなどの製品が次々と一般市場で流通さ
れる予定である。こうした中、スポーツの
立体 3D ライブ中継へのチャレンジが増加
している。AFP BB ニュース等によれば、
4 月にオーガスタ・ナショナル・ゴルフク
ラブで開催される今年のマスターズ・トー
ナメント「2010 Masters」において、
立体 3D ライブ映像コンテンツによる生中
継が実施される予定である。この立体 3D
中継にあたっては、米国ケーブルテレビの
最大手であるコムキャスト（Comcast）
が、無料で家庭向けに配信サービスを行
い、主に後半 9 ホールなどが、米国の立
体 3D 対応テレビ受信機や PC 端末上で
視聴可能となる。また、スポーツビジネス
from NY などで提供されている情報によ
れば、米国の 3 大ネットワーク CBS から、
2010 年 NCAA（National Collegiate 

Athletic Associa-
tion）男子バスケッ
トボール試合（4 月
3 日など）を、立体
ライブ 3D 映像コン
テンツにより中継さ
れる予定である。こ
のコンテンツの上映
は、2009 年 1 月に
米国の学生アメリカ
ン・フットボール試
合「オレンジ・ボウル」
を立体 3D 映像コン
テンツにより、映画
館などに生中継した
実績を持つ、Cinedigm Digital Cinema 
Corp の衛星中継サービスにより、全米
100 か所の劇場のスクリーンで行われる
予定である。このように、スポーツ試合を
立体 3D ライブ映像コンテンツにより中継
する取り組みは、ヨーロッパでも、ラグビー
やサッカーの試合で行われている。ソニー
が 2010 年 6 月に南アフリカで開催され
るサッカーワールドカップ 2010 の試合
の模様の立体 3D 映像化を実施する予定で
ある。

このように、「立体 3D」は、現在、米
国ハリウッドの劇場映画に加えて、スポー
ツや音楽、高度医療等の立体 3D ライブ映
像コンテンツ中継やゲームなど、その展開


